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6. Fox-Fordyce病
田辺義次(成田日赤)
症例:14才，女子。 Menarche13才 6ヵ月。家族歴
には特記するものなし。 menarcheと相前後して，服寓
にアセモ様の発疹に気づく。軽度の底痔あり。同様の発
疹は乳輪，騎，陰部にもあり。運動時以外，月経前後，
精神緊張では癌痔を覚えず。個疹は半米粒大までの毛嚢
孔に一致した充実性丘疹で，あるものは軽度潮紅，ある
ものは常色でやや光沢を帯び，またあるものは軽く鱗屑
をつけている。組織所見:表皮は Akanthose，Papil;. 
lomatose一部細胞間浮腫。真皮上層に非特異的細胞浸
潤あり。 Pilosebaceous uni tにつらなってアポクリン腺
の聞大が認められる。 Elasticaは zerfasern している
部分が多い。多糖体染色，酵素染色を，肢臭皮膚と対照
しつつ供覧。ステロイド外用で自覚症状はとれたが発疹
には変化なし。 
7. Angiokeratoma circumscriptum nαeviforme 
川瀬健二(千大)
症例 1， 3才， 男子。生来右上腕部から手背にかけ
て，尺骨神経に沿って鳩卵大までの不正形の赤色斑が列
序性に配列していた。生後一年頃より，赤色斑には角質
の増殖と軽度の隆起を認め，底部には暗青色弾性軟の硬
結を触れるようになった。
症例 2，17才， 女子。生来右膝部内側に赤褐色不正
形，表面に角化を伴う隆起性鶏卵大の局面があった。当
時より膝前面に弾性軟の鶏卵大皮下腫蕩が存在してい
る。
組織所見:症例 1， 2とも，真皮上層より乳頭層にお
いて，一層の内皮細胞に被われた種々の大きさに拡張し
た血管があり，一部に血栓・血液成分を入れている。乳
頭は不規則に延長し，相接し増殖している血管腫をとり
囲むように表皮突起の延長がみられる。表皮には著明な
角化があり，角化は表皮突起上に顕著である。 
8. Lichen nitidus 
番場秀和，内海 混(国立国府台) 
5才，男児。両側前時・上醇伸側・肘部・肩肝部・頚
部・前胸部・腰部ならびに陰茎根部に発生した典型例。
皮疹は自覚症を伴わず帽針頭大・透見性・蝋様光沢あ
り。蒼白色~灰白色の扇平苔癖丘疹，境界比較的鮮明な
雀卵大の斑を作り集族すれども融合せず，一部孤立性播
種状ないし線状に配列するも環状配列せず，中心願習な
く，毛嚢とも無関係であった。ツ反(一)尿・血清・血液
・肝機能その他に異常なし。組織学的，浸潤巣上部中央
の角質層肥厚， Parakeratose 有東京細胞層扇平罪薄化
し，表皮突起消失，基底層欠如，破壊剥離して細胞間隙
大，小円形細胞を散見す。浸潤は表皮下面に密着するご
とく真皮上層に止まり境界鮮明リンパ球，類上皮細胞を
認む。巨細胞(ー)。乾酪壊死。浸潤は単一乳頭に限局し
爪状に抱込。 
9.紫蘇栽培農民にみられた手部湿疹
小林健正(千大)
紫蘇栽培は一部農民にとっては栽培が容易で，しかも
報酬の多い有利な事業である。しかし反面において，紫
蘇栽培に伴う皮膚炎の増加が近時生産者にとっては脅威
となりつつある。演者らはたまたま 1968年 10月下旬，
浜松周辺における紫蘇栽培の皮膚炎を観察する機会を得
たので，演者らの知り得た所見を紹介したい。
われわれの検索の対象となったのは静岡県浜松市大瀬
および引佐町の紫蘇栽培に従事せる農民であり，男子 15
例(年令分布は 59"，， 75才。平均 66.7才)。女子 50例(年
令分布は 31"，， 75才，平均 52.3才)より成る。検査時
「手湿疹」を証明する者は男子 13例，女子 40例であり，
皮膚炎を有せざる者は男子 2例， 女子 10例で， これら 
12例中には「紫蘇にかぶれる」と訴えた者はない。手湿
疹を有する 53例の栽培経験は 1"，， 20年におよび， 2， 
3，4年一この順一の経験者が多く，このうち紫蘇かぶ
れを訴えたのは 32例で，それらの経験年数は 1 9年"，， 
で， 初めての栽培より「かぶれ」の発生までの年数は
し 2，3年一この順一の者が多い。皮膚炎の発生は葉
を採集し，これを束ねる作業と密接な関係を有するが，
農民は葉の採集だけ，あるいは葉を束ねるだけを業とす
る者は比較的少なく，大多数は両方の作業を l人で担当
している。従って皮膚炎の形式は主としていわゆる「手
湿疹」に属し，そのパターンを明確にすることは当時困
難であったが，なおかつ 
( 1 ) 掌側では大小指球より末梢，背側では指に強い潮
紅，浮腫，落屑，裂形成をきたす型と， 
(2 ) 第 l指より第4指に至る掌面および側面における
潮紅，浮腫，落屑，びらん亀裂が Fingergrip type 
に強調された型とに大別しうるように思われる。後者
は葉摘みを主業とする人に多い。準備性を疑って検索
した GOT，GPT，血清尿酸値に異常例はなく， cc 
LFは48例中 15例に陽性であり， 8例の爪甲，爪囲
の培養は糸状菌を証明しなかった。貼布試験は葉の表
面をそのままおよび生食水で湿潤させて閉鎖法で行な
い， 48時間と 72時間とに判定した。 この貼布試験は
健康者 2例と化粧品皮膚炎め 5例とでは全く陰性であ
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った。皮膚炎患者では 48時間制に判定せる反応の読
みが 72時間のそれより顕著となる場合を刺激反応，
然らざる場合をアレJレギー反応とすると生食水を用い
ない葉は両面とも 43例中 21例がアレルギー性であ
り，生食水で湿潤させると裏面が 42例中 17例，表面
が42例中 10例とアレルギー反応は減り，逆に刺激反
応が増加する。
以上の結果からみると紫蘇葉は弱いアレルゲン性を有
いわれわれの対象とする紫蘇栽培者の手湿疹の約半数
において原因的役割を演じている。また葉を湿潤せしめ
ることによって貼布試験の刺激反応の頻度を高め得た事
実は，これら農民の「露に濡れるとかゆくなるJ，r葉が
湿っているとかゆくなるjという訴えと一致し，葉の裏 
面の牒との摩擦と共に皮膚炎発生上重要な因子となるこ
とを臆測する。
10.皮膚癌のー症例およびそれをめぐる諸問題につい
て
青木芳郎(国立千葉)
左鼠醸部に直径約 15cmにおよぶ巨大な病巣を有し，
局面の汚識と落痛のため始めて医師の診察を乞うた患者
に，抗癌性抗生物質を使用して 9カ舟の延命の効を得た。
その治療経過，抗生物質の効果，剖検所見を報告すると
共に，患者の発病から死に至る聞に，患者および家族，
またその周辺部に起きた諸問題につき言及した。
